
□日 時：2024 年12 月9 日（月）15：00～17：15
     注： 基調講演・特別講演はオンディマンドにより事前配信
□場 所：日大会館及びオンライン配信
     日大会館 ： 東京都千代田区九段南4-8-24  Tel: 03-5275-8110

交通：■ JR中央線・総武線「市ヶ谷」駅下車 徒歩2分
    ■ 都営地下鉄新宿線、東京メトロ有楽町線・南北線

「市ヶ谷」駅 下車 A2出口 徒歩1分
HP: https://www.nihon-u.ac.jp/access_map/map/headquarters/

□主 催：一般社団法人環境情報科学センター
□後 援：環境科学会、環境経済・政策学会、環境アセスメント学会、

環境福祉学会
□参加定員： 150名 （会場出席）
□参加費：無料（事前申込制 申込先： https://www.ceis.or.jp/sympoinfo_2024.html 「環境情報科

学研究発表大会参加登録システム」から登録してください。
参加申し込み締切り： ２０２４年１２月２日（月） → 12月5日（木）まで延長します

なお、基調講演・特別講演はオンディマンド配信となりますので、事前に御覧い
ただいたうえで御参加ください。

□開催趣旨：
2024年5月に閣議決定された第6次環境基本計画は、人類の活動は地球環境の限

界（プラネタリーバウンダリー）を超えつつあり、特に気候変動、生物多様性の損失
及び汚染という3つの危機に直面しているという危機感の下に、環境の質を上げること
によって経済社会が成長・発展できる循環共生型社会（環境・生命文明社会）を目指
しています。そのため「現在及び将来の国民一人一人の生活の質、幸福度、ウェルビ
ーイング 、経済厚生の向上」を最上位の目標としています 。

一般社団法人環境情報科学センター（CEIS）は、2022年に「2030長期ビジョン」
及び「第2次中期計画2025-次世代の力を活かした持続可能な社会への環境情報科学の
貢献-」 を策定して、持続可能な社会の達成に向けて学会としての重点的な課題を提
示して取組んでおり、昨年には、「第6次環境基本計画への期待と環境情報科学センタ
ーの貢献」 をテーマとしたシンポジウムを開催しました。

このような背景の下に本シンポジウムでは、基調講演、特別講演として、それぞれ

2024年度環境情報科学研究発表大会

(一社)環境情報科学センター 一般公開シンポジウム

「第6次環境基本計画 プラネタリーバウンダリー下の

ウェルビーイングの実現に向けて

－環境情報科学への期待― （仮題）」



「ウェルビーイング/高い生活の質」の具体的な内容、第6次環境基本計画におけるそ
の位置づけや達成に向けての考え方等について、また、基本計画のビジョン・方針・
政策展開の概要や実施に当たっての課題等を論じていただきます。

これを受けてパネルディスカッションでは、基本計画で重点的施策として位置づけ
られた気候変動対策、環境リスクの管理・対応、及び生物多様性の持続的な利用・保
全の3分野について ウェルビーイングの視点を踏まえて、現状や基本計画での対応、
取組先進国との比較、基本計画の実現に向けて環境情報科学への期待と貢献等につい
てパネリストからの発表の後、ディスカッサントも参加して議論していただきます。

これらを通じて、環境を基盤とした環境・経済・社会の統合的向上への高度化を図
り、将来にわたってWell-being/高い生活の質をもたらす「新たな成長」を通じて人類
の福祉への貢献も含む循環共生型社会の実現することを目指した、第6次環境基本計画
の実践と環境情報科学の発展に貢献します。また、その成果をCEISの中期計画及び長
期ビジョンの効果的な実施に向けて活用します。

□講演者（予定）
基調講演            (オンディマンドで事前公開)  
  第 6 次環境基本計画における Well-being 概念の意義
   講演者： 諸富 徹  京都大学大学院経済学研究科教授

特別講演               (オンディマンドで事前公開)
第６次環境基本計画について
講演者： 秦 康之 環境省総合環境政策統括官

パネルディスカッション        （対面及びオンライン配信）
モデレーター： 村上暁信 筑波大学システム情報系教授、（CEIS常務理事、企画

委員会委員長）
パネリスト：

甲斐沼 美紀子（公財）地球環境戦略研究機関研究顧問・国立環境研究所
名誉研究員

古田 尚也 大正大学学修支援センター 教授、IUCN日本リエゾンオフィス コー
ディネーター

片谷 教孝 桜美林大学 リベラルアーツ学群 教授
ディスカッサント：

一原 雅子 総合地球環境学研究所 基盤研究部 京都気候変動適応センター
        特別研究員

大倉 紀彰 環境省大臣官房地域脱炭素政策調整担当参事官兼政策調整官
（以上 敬称略）

問合せ先：環境情報科学研究発表大会事務局
〒102-0074 東京都千代田区九段南 3-2-7
E-mail : online@ceis.or.jp https://www.ceis.or.jp/sympoinfo_2024.html


